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第１学年〇組 

技術・家庭科（技術分野）学習活動援助案 

援助者 荒巻 巧徳 

活動主題 「のこぎりびきと切断の工夫を探る」 

活動の価値 

現在の私たちの生活には、安全・安心・利便性のために、インテリアから嗜好品までに多くの「も

の」であふれている。コロナ禍も相まって、満足度の向上や創造の具現化のために、いわゆる「ＤＩ

Ｙ」を行う人が急増していることからも、ものづくりへの関心は非常に高いと言える。この「ＤＩＹ」

の一歩目は素材（木材、金属、プラスチック）などを選び、材料に変換することから始まる。素材を

材料に変換するためには、素材を意図する形に整えること、すなわち切断が必要である。そして、材

料を加工し組み合わせること（接合）によって様々な完成品になっていく。切断と接合は、ものづく

りの基本と言って過言ではない。 

本活動は、のこぎりびきと切断の工夫を探る活動である。この活動を通して子どもは、のこぎりび

きの基礎的・基本的な技術を身につけることができる。また、木材以外の素材を切断する活動を通し

て、材料と道具の硬度の関係やその工夫について体験的に理解することができる。すなわち、ものづ

くりの基本である切断を自己の要求に応じて自在に行うことができるようになるため、意義深い。 

子どもの実態 

本学級の子ども〇名は、事前のアンケートによると、「のこぎりを使って木材を切断したことがあ

る」子どもがほとんどであった。その際、「まっすぐ、きれいにのこぎりで木材を切断することがで

きたか」について、できたと答えた子どもは〇名、できなかったと答えた子どもは〇名であった。

「のこぎりでまっすぐ、きれいに材料を切断するポイント」を問うと「線やしるしを書く、人と協力

する、固定する、いすを使う、刃の向きに注意する、力の入れ方に注意する」という記述があった。

「こんにゃく、ダイヤモンドはどのような道具で切断するか」について、こんにゃくについてはほと

んどが包丁と答え、ダイヤモンドについては、のこぎりやダイヤモンド、などと答えた。「様々なも

のや材料を切断する時に心がけたり、注意したりすること」については、「手を切らないように、き

れいに、まっすぐにする、道具の使い方に気をつける」などと記述しており、〇名はわからないと答

えた。また、２つ以上の内容を記述している子どもは〇名いた。 

以上のことから本学級の子どもは、安全にまっすぐ、きれいになるように切断することを意識して

のこぎりで木材を切断したことがあることがわかった。一方、まっすぐ、きれいに切断できる子ども

は多くない。その理由として本来、のこぎりで木材をまっすぐ、きれいに切断するためには、複数の

ポイントを意識して行うことが大切である。しかし、単一のポイントしか意識していない子どもが多

いと考えられる。また、材料を切断する際は材料の硬度に合わせて使用する道具を選んでいるが、材

料の断面やのこぎりの刃の形状、のこぎりの角度、動作に着目する視点をあまり持っていないことが

わかった。したがって、のこぎりびきした材料の断面やのこぎりの角度、動作観察から実践的・体験

的に切断する技術を探ることで、のこぎりびきの理解やのこぎりで木材を切断する技能を身につけ、

材料と切断する道具の進歩を理解することができるように援助していく必要がある。 

活動の援助観 

そこで本活動では、まっすぐ、きれいなのこぎりびきに必要な技術について、木材の断面と、のこ

ぎりの角度、動作から理解し、のこぎりびきを安全に行うことができるようにすることをねらいとす

る。その際、切断する素材の硬度に合わせた道具が必要であることを理解することもねらう。そのた

めに次のような援助を行う。 

・まっすぐ、きれいなのこぎりびきの技術に関心を持ち、学習課題を設定することができるように、

教師の、のこぎりびきの動画を提示しポイントを見いだす場を設定する。 

・のこぎりびきの技能を高めることができるように、のこぎりの刃の形状の特徴やあさりなどの、の

こぎりびきの仕組みを提示する。 

・個々の、のこぎりびきの技能を高めることができるように、ロイロノート（協働学習支援ツール）

を活用し、教師の、のこぎりびきと比較することができるようにする。 

・安全に注意して、まっすぐ、きれいにのこぎりびきすることができたか評価することができるよう

に、評価の項目を確認する場を設定する。 

・のこぎりびきを次の工程に繋げることができるように、木材や木材以外の材料の切断から硬度、刃

の形状の特徴、動作や方法の視点からレポートにまとめる活動を設定する。 
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○ 子どもの学習目標 

まっすぐ、きれいにのこぎりびき

することができる。 

○ 教師の援助目標 

まっすぐ、きれいに、のこぎりびきすることができる

ようにするとともに、のこぎりびきで学んだことを次の

工程に繋げることができるようにする。 

活動計画（４時間） 

次 時 学習活動・内容 子どもの問いと思考 援助のねらい・内容・方法 

一 

１ 

① 

１ 本活動の課題を設定する。 

（1） 素材は切断されることで

材料となることを知る。 

・素材と材料 

（2） 切断する素材と道具の進

歩について知る。 

 ・衣、食、住 

 ・切断する道具 

（3） のこぎりびきのポイント

を見いだし、学習課題を設

定する。 

 ・動作（切り始め、目の位

置、刃の動かし方、刃の角

度、切り終わり、安全） 

学習課題 

まっすぐ、きれいなのこぎり

びきができるようになろう。 
 

素材はどうやって材料

となるのかな。 

 

材料の切断に関心をもち、学習課

題を設定することができるように

する。 

・素材から材料となることを視覚的

に示すためにスライドで提示す

る。 

・切断する素材と道具の進歩につい

て視覚的に示すために、スライド

を用意する。 

・切断のポイントを見いだすことが

できるように、教師の、のこぎり

びきの動画を用意する。 

二 

１ 

① 

  

２ のこぎりびきの技能を身に

付ける。 

（1） 個々の、のこぎりびきの

ポイントを確認する。 

 ・動作（切り始め、目の位

置、刃の動かし方、刃の角

度、切り終わり、安全） 

（2） のこぎりびきの仕組みを

知る。 

 ・刃の形状の特徴 

 ・あさり 

（3） 個々の、のこぎりびきの

技能を高める練習をする。 

 ・横びき、縦びき、斜めびき 

まっすぐ、きれいにの

こぎりびきするために

は、どうしたらいいの

かな。 

まっすぐ、きれいにのこぎりびき

するために、動作のポイントを見

つけることができるようにする。 

・のこぎりびきの仕組みを知るため

に、刃の形状の特徴やあさりの役

割について提示する。 

・個々の、のこぎりびきの技能を高

めることができるように、練習時

間を設定する。 

三 

１ 

② 

３ 自分の木材を切断する。 

（1） 縦びき、横びき、斜めび

きする。 

（2） 評価する。 

 ・断面 

４ 活動の振り返りを行う。 

 ・木材以外の材料の切断 

・材料と道具の進歩 

 ・刃の形状の特徴 

 ・動作や方法 

正確に切断できるか試

してみたいな。 

まっすぐ、きれいにのこぎりびき

することができたか、評価するこ

とができるようにする。 

・まっすぐ、きれいにのこぎりびき

することができたか評価するため

に評価の項目を確認する。 

・材料の切断について探求すること

ができるように材料と道具、刃の

形状の特徴、動作の視点からレポ

ートにまとめる活動を設定する。 

 

本
時 

１
／
１ 

まっすぐ、きれいに

のこぎりびきする方

法がわかったぞ。 

まっすぐ、きれいな

のこぎりびきができ

たぞ。次は寸法通り

に加工したいな。 

素材は切断されるこ

とで材料となるんだ

な。まっすぐ、きれ

いなのこぎりびきが

できるようになりた

いな。 
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本時 公開授業１ 技術室 第一次の１時（１／１） 

本時の援助観 

前時までに子どもは、目的や条件を踏まえて構想し、製作図に表し、けがきを終え材料の切断に入

ろうとしている。そこで本時は、素材は切断されることで材料となることに気づき、木材の切断につ

いて学習課題を設定することができるようにする。そのために素材から材料へと変換される際の道具

の進歩を理解し、木材とのこぎりの角度や動作観察から、のこぎりびきのポイントを見いだし木材を

まっすぐ、きれいに、安全に切断するためにはどうしたらいいのだろうかという課題を立てる活動を

設定する。 

主眼 

 素材から材料へと変換される際の道具の進歩について理解し、のこぎりびきのポイントを見いだ

し、木材をまっすぐ、きれいに切断するためにはどうしたらいいのだろうかという課題を設定するこ

とができるようにする。 

本時の過程 

学習活動・内容 援助のねらい・内容・方法 形態 配時 

１ 本時の学習内容について考える。 

（1） 素材は切断されることで材料となるこ

とを知る。 

 

（2） めあてを設定する。 

木材を切断する技術を探ろう。 
 

本時の見通しをもつことができるようにする。 

・ホームセンターなどで売られている素材は切

断されることで材料となることに気づかせる

ことができるように、スライドを用意する。 

一

斉 
５ 

２ のこぎりびきのポイントを見いだし、学

習課題を設定する。 

（1）切断する素材と道具の進歩を知る。 

  ・生活の変化 ：衣・食・住 

（2） 教師ののこぎりびきの動画から、のこ

ぎりびきのポイントを見つける。 

・固定している。 

・目の位置は刃の真上にある 

・引くときに力を入れている 

・のこぎりと木材の角度は 45°以下 

・切り終わりは、支える 

・刃の部分は触らない 

（3） 見つけたポイントでのこぎりびきを行

い、ポイントをまとめる。 

・固定している：切り始め 

・目の位置は刃の真上にある：目の位置 

・引くときに力を入れる：刃の動かし方 

・のこぎりと木材の角度は 45°以下：刃の角度 

・切り終わりは、支える：切り終わり 

・刃の部分は触らない：安全に 

 

 

 

木材を切断し学習課題が設定することができ

るようにする。 

・切断する道具と素材の関係を多角的に捉えさ

せることができるように、生活の変化、新材

料の発見、技術の視点から説明する。 

・のこぎりびきのポイントを見いだすことがで

きるように、正面と側面から撮影した教師

の、のこぎりびきの様子を動画で示す。 

・教師の、のこぎりびきの動画を何度も再生し

確認できるようにロイロノート（協働学習支

援ツール）を活用する。 

 

・まっすぐ、きれいなのこぎりびきができるよ

うになる、という学習課題を設定することが

できるように、教師が切断した木材と自分が

切断した木材の断面を画像で比較する。 

・個々の学習課題を設定することができるよう

に、上手くできたポイントとできるようにな

りたいポイントを見いだす場を設定する。 

個

／

小

集

団

／

一

斉 

35 

３ 本時の学習を振り返る。 

（1） 本時の学習を振り返る。 

 ・素材と道具の進歩 

・どうしたら、まっすぐきれいなのこぎり

びきができるようになるか 

・のこぎりびきの仕組み 

活動の振り返りから次回への興味・関心を持つ

ことができるようにする。 

・本時の学習でわかったこと、課題、疑問に思

ったことを確認し、今後の活動に繋げていけ

るように、学習を振り返り、共有する場を設

定する。 

一

斉

／

個 

10 

 

まっすぐ、きれいにのこぎりびきがで

きるようになろう。 
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活動の評価 

知識・技能 

・まっすぐ、きれいにのこぎりびきをすることができる。 

・教師ののこぎりびきの動画から、のこぎりびきのポイントを見つけることがで

きる。 

思考・判断・表現 
・まっすぐ、きれいなのこぎりびきに必要な材料とのこぎりの角度、刃の形状の

特徴や硬度から、まっすぐ、きれいなのこぎりびきを実践することができる。 

学びに向かう態度 

・まっすぐ、きれいなのこぎりびきになるように試行錯誤しながら取り組むこと

ができる。 

・学習したことをレポートにまとめ、次の工程において学んだことを生かそうと

している。 

※ 知：知識・技能  思：思考・判断・表現  態：主体的に学習に取り組む態度 

次 時 学習活動 評価規準（観点：方法） 指導の個別化（手だて） 

一 

１ 

① 

１ 学習課題を設定する。 

（1） 素材は切断されることで

材料となることを知る。 

（2） 切断する素材と道具の進

歩について知る。 

（3） のこぎりびきのポイント

を見いだし、学習課題を設

定する。 

学習課題 

まっすぐ、きれいなのこぎり

びきができるようになろう。 
 

教師の、のこぎりびきの動

画から、のこぎりびきのポ

イントを見つけることがで

きる。 

（知：学習プリント） 

活動中に、教師がのこぎりびき

を実演する。 

活動中に、「どこがポイントに

なりそうか」、「どのポイント

を意識したら、上手くいきそう

か」などと問う。 

二 

１ 

① 

２ のこぎりびきの技能を身に

付ける。 

（1） 個々の、のこぎりびきの

ポイントを確認する。 

（2） のこぎりびきの仕組みを

知る。 

（3） 個々の、のこぎりびきの 

技能を高める練習をする。 

まっすぐ、きれいなのこぎ

りびきに必要な材料とのこ

ぎりの角度や動作観察か

ら、まっすぐ、きれいなの

こぎりびきにするための視

点を考え、実践することが

できる。 

（思：学習プリント） 

活動中に、教師がのこぎりびき

を実演する。 

活動中に、「どのポイントを意

識したら、上手くいきそうか」

などと問う。 

三 

１ 

② 

３ 自分の木材を切断する。 

（1） 縦びき、横びき、斜めびき

する。 

（2） 評価する。 

まっすぐ、きれいなのこぎ

りびきをすることができ

る。 

（技：切断した材料） 

まっすぐ、きれいなのこぎ

りびきになるように試行錯

誤しながら取り組むことが

できる。 

（態：様相観察） 

活動中に、教師がのこぎりびき

を実演し、アドバイスする。 

４ 活動の振り返りを行う。 

 ・木材以外の材料の切断 

・材料と道具の進歩 

・刃の形状の特徴 

・動作や方法 

学習したことをレポートに

まとめ、次の工程において

学んだことを生かそうとし

ている。 

（態：学習プリント） 

本活動で切断したことを想起さ

せながら、材料と道具の進歩に

着目するように促す。 

 

 


